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【改革の柱１】ＩＣＴを活用した市民サービス向上 
 

柱１-１ 行政手続きのオンライン化とＢＰＲ 

                                                                                                           

２年度目標の達成状況 

目標 ２年度実績 
２年度目標 
の評価 

３年度目標 
（設定・変更等） 

行政手続きのオンライン
化件数 

２年度 199 件（現行電子
申請システムから移行さ
れる手続きを含む） 

５年度 584 件（累計） 

※３、４ 年度の目標は、
進捗状況を踏まえて前
年度中に設定 

・行政手続きのオンライン
化件数 343件 

達成 ３年度 約 500件（累計） 

 

（理由） 

「大阪市行政手続きオンラ
イ化推進計画（別冊）～リモー
トでの行政サービス実現に向
けて～」に示す「リモートでの
行政サービスの実現」に向け、
まずは全ての手続きのオンラ
イン化を加速させていく必要
があるため。 

 

２年度取組の実施状況 

２年度の取組内容 
２年度の主な 
取組実績 

課題 
３年度の取組内容 

（課題に対する対応） 

① 電子申請システムの機
能拡充とオンライン化
申請対象業務の拡大 

・次期電子申請システム
の構築を行い、システム
機能の拡充を図る。 

・条例・規則・運用手順等
の見直しを行うことで、
オンラインでできる手
続きの拡充を図る。 

・本人確認や電子署名、
電子決済機能等を新
たに備えたオンライ
ン行政手続きのプラ
ットフォームとして
「大阪市行政オンラ
インシステム」を２年
８月に運用を開始し
た。 

・申請数が多い手続き
等から優先的に取組
を進める手続きを選
定し、「住民票の写し
の交付請求」などの申
請手続きを新たにオ
ンライン化した。 

・申請情報の電子
化及び業務改革
による本市の業
務負荷軽減、業
務効率化を進め
るとともに、行
政サービスのデ
ジタル化も並行
して行うこと
で、行政サービ
スのリモート化
の実現をめざし
ていく必要があ
る。 

・「大阪市行政手続きオン
ライン化推進計画」に示
す、第３段階を実現する
ため、オンライン申請さ
れた申請情報を各業務シ
ステムに連携する手法を
検討する。（通年） 

・窓口の混雑緩和に向け、
Web面談、面談予約など
のテクノロジーの積極的
な活用推進を図る。（通
年） 

② 手続きのオンライン化
に伴う業務プロセスの
見直しによる業務効率
化 

・申請手続きのオンライ
ン化に合わせ、後続の事
務処理についてもＩＣ
Ｔの活用や業務システ
ムとの連携を視野に入
れたＢＰＲを推進する。 

・「行政手続等オンライ
ン化の手引き」を策定
し、オンライン化にあ
たっての業務プロセ
スの見直しの手法を
周知した。   

・窓口の混雑緩和に向けた
オンライン化の加速を行
うとともに、窓口支援機
能を活用したスマート申
請（オンライン上で質問
項目に答えることで、 
ライフイベントに応じた
「必要な手続きや持ち
物」と「手続き方法等」
を案内するなど）の検討
に着手する。（５月） 
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【改革の柱１】ＩＣＴを活用した市民サービス向上 

柱１－１ 行政手続きのオンライン化とＢＰＲ20 
                                                                                                           

３年度目標の達成状況 

目標 ３年度実績 
３年度目標 
の評価 

４年度以降目標 
（設定・変更等） 

行政手続きのオンライン
化件数 

２年度 199 件（現行電
子申請システムから移行
される手続きを含む） 

３年度 約 500 件（累計） 

５年度 584 件（累計） 

約 600 件（累計） 達成 行政手続きのオンライン化件
数 

４年度 約 700 件（累計） 

５年度 約 1,000 件（累計） 

（理由） 

３年度に実施した、行政手続
きのオンライン化に向けた進
捗調査の結果をもとに新たに
設定したため。 

 

３年度取組の実施状況 

３年度の取組内容 
３年度の主な 
取組実績 

課題 
４年度の取組内容 

（課題に対する対応） 

① 電子申請システムの機
能拡充とオンライン化
申請対象業務の拡大 

・「大阪市行政手続きオン
ライン化推進計画」に示
す、第３段階（システム
間連携・証明書等の「電
子交付」）を実現するた
め、オンライン申請され
た申請情報を各業務シ
ステムに連携する手法
を検討する。 

・窓口の混雑緩和に向け、
Web面談、面談予約など
のテクノロジーの積極
的な活用推進を図る。 

・スマホで電子署名21を行
えるスマホアプリ「スマ
ートＯＳＡＫＡ」をリリ
ースした。（４月） 

・次の機能を追加した。 
(1)システムでの予約者

や申請者、登録者に
通知を行う機能 

(2)代理申請、代行申請
を行う機能 

(3)統合基盤システム22

との連携機能 

・行政オンラインシステ
ムで予約し、Web会議ツ
ールで面談を行うリモ
ート相談窓口の実施を
支援した。 

・申請情報の電
子化及び業務
改革による本
市の業務負荷
軽減、業務効
率化を進める
とともに、行
政サービスの
デジタル化も
並行して行う
ことで、行政
サービスのリ
モート化の実
現をめざして
いく必要があ
る。 

 

・「大阪市行政手続きオンラ
イン化推進計画」に示す、
第３段階を実現するた
め、オンライン申請され
た申請情報を介護保険シ
ステム等の各業務システ
ムに連携する手法を検討
する。 

・窓口の混雑緩和に向け、
Web 面談、面談予約など
のテクノロジーの積極的
な活用推進を図る。 

② 手続きのオンライン化
に伴う業務プロセスの
見直しによる業務効率
化 

・窓口の混雑緩和に向け
たオンライン化の加速
を行うとともに、窓口支

・重点取組手続きを選定
し、オンライン化が可
能な手続きについて、
業務プロセスの見直し
を行い、オンライン化
を実施した。 

・窓口の混雑緩和に向けた
オンライン化の加速を行
うとともに、窓口支援機
能を活用したスマート申
請（オンライン上で質問
項目に答えることで、 ラ
イフイベントに応じた

                                                      
20 Business Process Re-engineering の略。現状の業務プロセス、組織・機構、諸規定・制度を見直し、ゼロベースで業務手順を刷

新するもの 
21 契約書等の電子文書の作成者のなりすましや改ざんを防ぐためのもので、電子署名及び認証業務に関する法律(12 年法律第 102 号)

第 2 条第 1項に規定されるもの 
22 住民情報系基幹システム（住民基本台帳等事務システム等）の各システムに共通する機能・環境を提供する基幹系システムの統合

基盤 
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援機能を活用したスマ
ート申請（オンライン上
で質問項目に答えるこ
とで、ライフイベントに
応じた「必要な手続きや
持ち物」と「手続き方法
等」を案内するなど）の
検討に着手する。 

・必要な手続き、持ち
物、手続き場所を把握
できる「大阪市外から
大阪市内へお引越しす
る際の手続き判定ナ
ビ」をリリースした。
（２月） 

「必要な手続きや持ち
物」と「手続き方法等」を
案内するなど）のモデル
区での先行導入を行う。 

 

  


